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一　

は
じ
め
に

　

二
〇
一
四
年
、
ジ
ャ
ン　
パ
オ
ロ
・
ロ
マ
ー
ノ
『
国
際
私
法
に
お

け
る
反
致
の
ジ
レ
ン
マ
：
テ
ー
ゼ
及
び
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
、
並
び
に
ジ

ン
テ
ー
ゼ
の
研
究（（
（

』（
以
下
、
本
書
と
い
う
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
本

書
は
、
著
者
が
サ
ン
ク
ト
・
ガ
レ
ン
大
学
に
提
出
し
た
博
士
学
位
論

文
を
改
訂
し
、
本
と
し
て
世
に
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

反
致
（renvoi

）
と
は
、
広
義
で
は
、
法
廷
地
の
抵
触
規
則
が
指

定
し
た
準
拠
法
所
属
国
の
抵
触
規
則
が
法
廷
地
法
ま
た
は
第
三
国
法

を
準
拠
法
と
し
て
指
定
し
て
い
る
と
き
に
、
そ
の
準
拠
法
所
属
国
の

抵
触
規
則
の
立
場
を
考
慮
し
、
法
廷
地
法
ま
た
は
第
三
国
法
を
準
拠

法
と
す
る
こ
と
を
い
う
。
反
致
は
、
各
国
の
抵
触
規
則
の
内
容
が
同

一
で
は
な
い
こ
と
か
ら
生
ず
る
不
都
合
を
除
去
し
、
関
係
国
間
で
の

準
拠
法
の
一
致
と
い
う
意
味
で
の
国
際
的
な
判
決
調
和
を
実
現
す
る

た
め
の
制
度
と
伝
統
的
に
は
解
さ
れ
て
き
た
。
反
致
は
、
国
際
私
法

の
分
野
に
お
け
る
古
典
的
な
論
点
で
あ
り
、
諸
国
の
国
際
私
法
上
、

反
致
を
認
め
る
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
は
長
き
に
わ
た
り
議
論
が
展

開
さ
れ
て
き
た
。
反
致
に
関
す
る
諸
国
の
立
法
例
の
立
場
も
反
致
を

認
め
る
も
の
か
ら
認
め
な
い
も
の
ま
で
様
々
で
あ
り
、
ま
た
、
理
論

上
も
、
反
致
の
肯
定
論
と
否
定
論
と
が
対
立
し
、
そ
の
正
当
化
根
拠

を
巡
る
論
争
に
は
未
だ
決
着
が
付
か
ず
、
今
日
で
も
議
論
は
尽
き
な

い
。

　

近
時
、
諸
外
国
に
お
い
て
は
、
国
際
私
法
上
の
反
致
に
関
す
る
研

究
業
績
が
相
次
い
で
公
表
さ
れ
て
い
る（（
（

。
そ
れ
ら
の
論
考
の
多
く
は
、

反
致
の
理
論
的
・
実
際
的
根
拠
に
つ
い
て
扱
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

Ｅ
Ｕ
で
は
、
二
〇
一
二
年
七
月
四
日
に
、「
相
続
事
件
に
お
け
る
管

轄
、
準
拠
法
、
裁
判
の
承
認
及
び
執
行
、
公
文
書
の
受
領
及
び
執
行
、

並
び
に
欧
州
相
続
証
明
書
の
導
入
に
関
す
る
二
〇
一
二
年
七
月
四
日

の
欧
州
議
会
・
理
事
会
規
則
（
以
下
、
Ｅ
Ｕ
相
続
規
則
と
い
う（（
（

）」

が
採
択
さ
れ
、
同
年
八
月
一
六
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

Ｅ
Ｕ
の
統
一
規
則
で
あ
る
、
Ｅ
Ｕ
相
続
規
則
三
四
条
に
反
致
規
定
が

設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら（（
（

、
反
致
の
是
非
や
そ
の
国
際
私
法
上
の

位
置
付
け
に
つ
い
て
理
論
的
に
再
検
討
を
行
う
論
考
も
出
て
き
て
い

Gian Paolo Rom
ano,

Le dilem
m

e du renvoi en droit 
international privé: La thèse, 
l

’antithèse et la recherche d

’une 
synthèse 紹

介
と
批
評
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る
（
（
（

。
本
書
は
、
こ
れ
ま
で
反
致
に
関
す
る
十
分
に
説
得
力
の
あ
る
理

論
的
な
正
当
化
根
拠
が
必
ず
し
も
示
さ
れ
て
は
こ
な
か
っ
た
状
況
の

中
で
、
そ
の
根
拠
付
け
に
正
面
か
ら
挑
戦
し
た
意
欲
的
な
研
究
業
績

で
あ
り
、
す
で
に
欧
州
内
で
本
書
に
関
す
る
複
数
の
書
評
が
出
て
い

る
こ
と
か
ら
見
て
も
、
非
常
に
注
目
さ
れ
て
い
る
文
献
で
あ
る（（
（

。
本

書
の
特
徴
は
、
反
致
を
認
め
る
べ
き
か
否
か
、
そ
の
正
当
化
根
拠
は

何
か
に
つ
い
て
議
論
し
て
き
た
従
来
の
反
致
論
の
う
ち
、
反
致
肯
定

論
を
反
致
に
対
す
る
テ
ー
ゼ
、
反
致
否
定
論
を
反
致
に
対
す
る
ア
ン

チ
テ
ー
ゼ
と
位
置
付
け
、
そ
の
よ
う
な
古
典
的
な
反
致
論
で
は
な
く
、

テ
ー
ゼ
と
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
を
統
合
す
る
形
で
の
ジ
ン
テ
ー
ゼ
と
い
う
、

反
致
の
新
た
な
正
当
化
根
拠
を
提
示
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
あ
り
、

こ
れ
ま
で
の
反
致
論
に
一
石
を
投
じ
る
も
の
で
あ
る
。

二　

著
者
略
歴

　

本
書
の
著
者
、
ジ
ャ
ン　
パ
オ
ロ
・
ロ
マ
ー
ノ
教
授
は
、
二
〇
一

五
年
二
月
一
日
よ
り
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
大
学
法
学
部
正
教
授
を
務
め
て
お

り
、
同
大
学
で
国
際
民
事
訴
訟
法
や
国
際
私
法
、
比
較
法
等
を
講
じ

て
い
る
ほ
か
、
子
供
の
国
際
的
保
護
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
担
当
し

て
い
る
。
二
〇
一
〇
年
九
月
か
ら
二
〇
一
五
年
一
月
ま
で
、
著
者
は

同
学
部
の
准
教
授
で
あ
っ
た
。
著
者
は
ま
た
、
二
〇
一
〇
年
よ
り
パ

リ
第
二
大
学
（Panthéon-A

ssas

）
の
客
員
教
授
を
務
め
て
い
る

ほ
か
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
ま
で
は
、
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
大
学

で
講
師
を
務
め
た
。
二
〇
〇
七
年
四
月
に
は
中
央
大
学
法
科
大
学
院

の
客
員
研
究
員
と
し
て
来
日
し
て
い
る
。

　

二
〇
〇
九
年
一
二
月
以
来
、
著
者
は
、
サ
ン
ク
ト
・
ガ
レ
ン
大
学

の
私
講
師
（Privatdozent

）
で
あ
る
。
著
者
は
、Le dilem

m
e du 

renvoi en droit international privé : la thèse, l

’antithèse et 
la recherche d

’une synthèse. 

と
題
す
る
論
文
に
よ
り
、
国
際
私

法
、
国
際
民
事
訴
訟
法
、
比
較
法
分
野
に
お
け
る
大
学
教
授
資
格

（venia legendi

）
を
同
大
学
で
取
得
し
た
。
二
〇
〇
五
年
四
月
、

著
者
は
、
パ
リ
第
二
大
学
と
パ
ド
ヴ
ァ
大
学
の
二
大
学
間
の
仏
伊
博

士
課
程
プ
ロ
グ
ラ
ム
（un program

m
e doctoral franco-

italien

）
の
一
環
と
し
て
執
筆
し
たL

’unilateralism
o nel diritto 

internazionale privato m
oderno

に
関
す
る
学
位
論
文
に
よ
り
、

パ
リ
第
二
大
学
の
法
学
博
士
と
パ
ド
ヴ
ァ
大
学
の
研
究
博
士

（D
ottore di ricerca

）
の
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
を
取
得
し
た
（
著

者
は
、
試
験
委
員
会
の
祝
辞
を
伴
う
「
秀
」
評
価
（très bien 

avec les félicitations du jury

）
を
得
て
い
る
）。

　

二
〇
〇
二
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
ま
で
、
著
者
は
、
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
市

に
あ
る
ス
イ
ス
国
立
比
較
法
研
究
所
（ISD

C: Institut suisse de 
droit com

paré

）
に
お
い
て
、
国
際
私
法
及
び
イ
タ
リ
ア
法
に
関

す
る
共
同
研
究
者
と
し
て
勤
務
し
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
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ま
で
は
、
同
研
究
所
の
国
際
私
法
部
門
の
責
任
者
の
地
位
に
あ
っ
た
。

今
日
で
も
、
著
者
は
、
同
研
究
所
の
外
部
共
同
研
究
者
を
務
め
て
い

る
。
ま
た
、
二
〇
一
〇
年
か
ら
、
著
者
は
、
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
大
学
の

A
ndrea Bonom

i

教
授
と
共
に
、
ス
イ
ス
国
際
私
法
年
報

（Y
earbook of Private International Law

）
の
編
集
責
任
者
を

務
め
て
お
り
、
ス
イ
ス
の
国
際
私
法
学
界
を
牽
引
す
る
研
究
者
の
一

人
と
し
て
精
力
的
に
活
動
し
て
い
る
。

　

著
者
は
、
一
九
九
九
年
か
ら
二
〇
〇
二
年
ま
で
、Gianni, 

O
rigoni, Grippo &

 Partners
の
ミ
ラ
ノ
事
務
所
、Freshfields 

Bruckhaus D
eringer

の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
事
務
所
、Linkaters &

 
A

lliance

の
ロ
ン
ド
ン
事
務
所
で
、
弁
護
士
と
し
て
の
訓
練
を
受
け

た
。
著
者
は
、
商
法
、
競
争
法
、
ビ
ジ
ネ
ス
法
全
般
を
担
当
し
て
い

た
。
著
者
は
、
二
〇
〇
二
年
一
二
月
か
ら
イ
タ
リ
ア
の
弁
護
士
と
し

て
働
い
て
い
る
。
国
際
私
法
の
専
門
家
と
し
て
、
著
者
は
、
ス
イ
ス

と
外
国
の
法
律
事
務
所
か
ら
、
ス
イ
ス
と
外
国
の
国
際
私
法
、
イ
タ

リ
ア
法
、
比
較
法
の
相
談
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。

三　

構
成
と
概
要

　

ま
ず
、
本
書
全
体
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
る
な
ら
ば
、
本
書
は
、

序
論
、
第
一
部
「
テ
ー
ゼ
及
び
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
、
並
び
に
ジ
ン
テ
ー

ゼ
の
研
究
」、
第
二
部
「
ジ
ン
テ
ー
ゼ
及
び
実
定
法
」、
ジ
ン
テ
ー
ゼ

か
ら
成
る
、
七
三
八
頁
に
わ
た
る
大
著
で
あ
る
。
各
部
及
び
各
編
の

構
成
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

序　

論

　

第
一
部　

�

テ
ー
ゼ
及
び
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
、
並
び
に
ジ
ン
テ
ー
ゼ
の

研
究

　

第
一
編　

テ
ー
ゼ
及
び
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ

　

第
二
編　

ジ
ン
テ
ー
ゼ
の
研
究

　

第
二
部　

ジ
ン
テ
ー
ゼ
及
び
実
定
法

　

第
一
編　

�

ジ
ン
テ
ー
ゼ
の
立
法
的
解
決
と
の
適
合
性

　

第
二
編　

�

ジ
ン
テ
ー
ゼ
の
司
法
的
解
決
と
の
適
合
性

　

ジ
ン
テ
ー
ゼ

　

国
際
私
法
総
論
に
お
け
る
反
致
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
検
討
す

る
際
に
、
従
来
の
反
致
論
は
、
反
致
を
認
め
る
べ
き
か
否
か
、
ま
た
、

そ
の
正
当
化
根
拠
が
何
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
、
論
じ
て
き
た
も
の

が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
反
致
の
是
非
を
巡
る
議
論
の

到
達
点
と
し
て
の
反
致
肯
定
論
（
著
者
は
こ
れ
を
テ
ー
ゼ
と
名
付
け

る
）
と
反
致
否
定
論
（
著
者
は
こ
れ
を
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
名
付
け

る
）
の
よ
う
な
二
者
択
一
の
議
論
は
、
確
か
に
一
定
の
成
果
を
も
た
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ら
し
た
も
の
の
、
著
者
に
と
っ
て
決
し
て
満
足
の
行
く
も
の
で
は
な

く
、
そ
の
よ
う
な
議
論
に
は
も
は
や
進
展
が
な
い
こ
と
を
本
書
は
読

者
に
印
象
付
け
る
。
本
書
の
独
創
性
の
一
つ
は
、
著
者
が
、
反
致
論

に
取
り
組
む
に
際
し
て
、
テ
ー
ゼ
、
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
、
ジ
ン
テ
ー
ゼ

と
い
う
、
著
者
曰
く
「
三
位
一
体
の
プ
リ
ズ
ム
」（
本
書
七
頁
）
を

用
い
て
、
そ
の
プ
リ
ズ
ム
の
反
射
光
を
ジ
ン
テ
ー
ゼ
と
い
う
、
抵
触

法
理
論
へ
の
反
致
の
新
た
な
位
置
付
け
す
な
わ
ち
、
正
当
化
根
拠
の

検
討
に
集
約
さ
せ
る
方
法
を
採
っ
た
点
に
あ
る
。
ま
ず
、「
テ
ー
ゼ

及
び
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
、
並
び
に
ジ
ン
テ
ー
ゼ
の
研
究
」
と
題
す
る
第

一
部
に
お
い
て
、
著
者
は
、
三
位
一
体
の
プ
リ
ズ
ム
の
構
成
部
分
で

あ
る
従
来
の
テ
ー
ゼ
及
び
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
の
議
論
を
示
し
た
上
で
、

著
者
が
主
張
す
る
ジ
ン
テ
ー
ゼ
を
読
者
に
提
示
す
る
。
次
に
、「
ジ

ン
テ
ー
ゼ
及
び
実
定
法
」
と
題
す
る
第
二
部
に
お
い
て
、
著
者
は
、

自
ら
が
主
張
す
る
ジ
ン
テ
ー
ゼ
が
諸
国
の
実
定
法
上
ど
の
程
度
採
用

さ
れ
て
い
る
の
か
を
検
証
し
、
ジ
ン
テ
ー
ゼ
は
実
定
法
上
大
き
な
地

位
を
占
め
て
い
る
と
結
論
付
け
る
。

　

序
論
に
お
い
て
、
著
者
は
、
ま
ず
、
本
書
で
用
い
ら
れ
る
テ
ー
ゼ
、

ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
、
ジ
ン
テ
ー
ゼ
の
概
念
に
つ
い
て
説
明
し
た
上
で
、

本
書
の
目
的
を
示
し
、
研
究
対
象
と
な
る
反
致
の
事
例
の
正
確
な
定

義
付
け
を
行
っ
て
い
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
本
書
の
目
的
は
、
反
致

に
関
す
る
双
方
的
抵
触
規
則
を
作
り
出
す
こ
と
に
あ
る
と
い
う
（
本

書
八
頁
）。
著
者
は
、
反
致
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
根
源
が
双
方
主

義
に
あ
る
以
上
、
反
致
規
定
も
ま
た
双
方
的
抵
触
規
則
の
形
式
を
と

る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
そ
の

よ
う
な
反
致
の
双
方
的
抵
触
規
則
を
設
け
る
際
の
基
準
と
し
て
は
、

国
際
私
法
上
の
「
意
思
自
治
（autonom

ie de la volonté

）
の
原

則
」
と
「
近
接
性
（proxim

ité

）
の
原
則
」
が
鍵
に
な
る
と
い
う
。

　

次
に
、
著
者
は
、
研
究
対
象
と
な
る
反
致
の
事
例
に
つ
い
て
、
次

の
五
つ
の
基
準
を
用
い
て
、
そ
の
範
囲
を
限
定
す
る
（
本
書
九
頁
以

下
）。
す
な
わ
ち
、
著
者
が
研
究
対
象
と
す
る
の
は
、
①
第
一
段
階

の
反
致
（
狭
義
の
反
致
）
で
あ
る
こ
と
、
②
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
型
と
い
わ

れ
る
、
予
め
決
め
ら
れ
た
単
一
の
連
結
点
を
持
つ
二
つ
の
抵
触
規
則

の
衝
突
が
引
き
起
こ
す
「
古
典
的
な
」
反
致
で
あ
る
こ
と
、
③
国
家

機
関
の
介
入
を
必
要
と
し
な
い
、
そ
の
発
生
が
訴
訟
当
事
者
の
行
為

や
事
実
か
ら
直
接
生
じ
る
個
人
間
の
関
係
で
あ
る
こ
と
、
④
以
下
の

三
つ
の
条
件
が
充
た
さ
れ
る
状
況
で
あ
る
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
反
致

に
関
係
す
る
二
つ
の
国
の
抵
触
規
則
が
相
手
国
の
法
を
準
拠
法
と
し

て
指
定
し
、
関
係
す
る
二
つ
の
国
が
自
国
の
裁
判
所
に
直
接
管
轄
を

付
与
し
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
が
相
手
国
の
裁
判
所
の
間
接

管
轄
を
間
接
管
轄
条
項
に
よ
り
認
め
て
い
る
こ
と
、
二
つ
の
国
家
の

い
ず
れ
も
、
抵
触
規
則
の
連
結
点
の
相
違
と
い
う
だ
け
の
理
由
で
相

手
国
の
判
決
の
承
認
を
拒
絶
し
た
り
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
⑤
関
係
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す
る
二
つ
の
国
の
法
律
の
内
容
が
明
ら
か
に
異
な
る
の
み
な
ら
ず
、

ま
た
、
当
事
者
が
各
々
の
法
律
を
根
拠
に
下
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
判
決

の
内
容
を
予
測
し
う
る
た
め
に
、
適
度
に
ア
ク
セ
ス
可
能
な
状
況
で

あ
る
こ
と
、
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
五
つ
の
基
準
に
加
え
て
、
反

致
の
検
討
を
行
う
事
項
的
な
適
用
範
囲
に
関
し
て
、
著
者
は
、
相
続

及
び
不
法
行
為
の
二
つ
の
事
項
に
限
る
と
い
う
選
択
を
行
っ
た
。

　

第
一
部
「
テ
ー
ゼ
及
び
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
、
並
び
に
ジ
ン
テ
ー
ゼ
の

研
究
」
は
、
第
一
編
「
テ
ー
ゼ
及
び
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
」、
第
二
編

「
ジ
ン
テ
ー
ゼ
の
研
究
」
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第
一
編
に
お
い

て
、
著
者
は
、Phocion Francescakis
教
授
が
そ
の
著
作
に
お
い

て
反
致
肯
定
論
の
根
拠
を
検
討
す
る
際
に
用
い
た
有
名
な
三
つ
の
分

類
基
準（（
（

、
す
な
わ
ち
、
論
理
的
根
拠
（
抵
触
規
則
の
性
質
等
）、
法

的
根
拠
（
棄
権
説
等
）、
実
際
的
根
拠
（
国
際
的
判
決
調
和
、
法
廷

地
法
の
適
用
範
囲
の
拡
大
等
）
と
い
う
基
準
に
従
い
、
こ
れ
ま
で
主

張
さ
れ
て
き
た
テ
ー
ゼ
（
反
致
肯
定
論
）
に
つ
い
て
示
し
、
そ
れ
に

対
す
る
反
論
と
し
て
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
（
反
致
否
定
論
）
を
提
示
す

る
。

　

続
く
第
二
編
に
お
い
て
、
著
者
は
、
ジ
ン
テ
ー
ゼ
の
探
究
を
始
め

る
が
、
ま
ず
そ
の
考
察
の
出
発
点
と
し
て
の
著
者
の
基
本
的
な
考
え

方
を
示
そ
う
と
す
る
。
こ
の
部
分
は
特
に
著
者
の
研
究
の
独
創
性
を

示
し
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
著
者
は
、
観
察
の
視
点
を
訴
訟
よ
り
も

前
の
段
階
に
置
く
べ
き
で
あ
る
と
し
、
視
点
の
非
司
法
化

（déjudiciarisation

（
（
（

）
を
強
調
す
る
（
本
書
四
六
頁
以
下
）。
著
者

は
、
従
来
の
反
致
を
め
ぐ
る
議
論
に
欠
け
て
い
る
の
は
、
利
害
関
係

人
で
あ
る
当
事
者
が
、
原
則
と
し
て
訴
訟
開
始
前
ま
た
は
訴
訟
と
は

別
に
、
善
意
で
、
準
拠
法
を
知
る
べ
き
共
通
の
利
益
を
有
す
る
と
い

う
視
点
だ
と
し
、
国
際
的
な
解
決
の
調
和
（l

’harm
onie des 

solutions

）
の
意
味
を
通
常
は
こ
の
段
階
で
考
え
る
べ
き
で
あ
る
こ

と
を
主
張
す
る
（
本
書
四
七
頁
）。
著
者
に
よ
れ
ば
、
訴
訟
は
、
そ

れ
自
体
、
調
和
と
対
極
に
あ
り
、
む
し
ろ
不
調
和
を
想
起
さ
せ
る
。

そ
し
て
、
抵
触
規
則
が
解
決
の
調
和
を
追
求
す
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、

抵
触
規
則
が
果
た
す
べ
き
特
に
重
要
な
役
割
が
訴
訟
の
予
防
に
あ
る

こ
と
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。
換
言
す
れ
ば
、
抵
触

規
則
の
第
一
の
機
能
は
、「
反
訴
訟
的
（anti-contentieuse

）、
反

司
法
的
（anti-judiciaire

）、
非
紛
争
的
（déconflictualisatrice

）、

国
際
的
な
人
的
関
係
の
円
滑
化
（facilitatrice des relations 

hum
aines internationales

）」
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
（
本
書

四
八
頁
）。
こ
の
よ
う
な
視
点
が
筆
者
の
反
致
論
の
出
発
点
を
成
し

て
い
る
。

　

次
に
、
著
者
は
、
反
致
に
関
す
る
双
方
的
抵
触
規
則
を
作
り
出
す

こ
と
を
主
張
す
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
本
書
の
研
究
対
象
で
あ
る
狭

義
の
反
致
を
念
頭
に
置
い
た
場
合
、
関
係
す
る
二
つ
の
国
は
、
そ
の
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問
題
を
解
決
す
る
こ
と
に
共
に
関
心
が
あ
る
。
各
々
の
国
は
、
一
方

主
義
的
な
観
点
で
は
な
く
、
複
数
の
国
が
関
係
し
て
い
る
と
い
う
観

点
か
ら
位
置
付
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
著
者
は
、
そ
の

こ
と
が
、
反
致
に
関
す
る
抵
触
規
則
の
構
造
が
双
方
主
義
的
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
理
由
で
あ
る
と
す
る
。
反
致
に
関
す
る
抵
触
規
則
を

設
け
る
際
の
解
決
の
基
準
を
各
国
は
自
由
に
選
択
し
う
る
。
し
か
し
、

選
択
さ
れ
た
基
準
は
、
二
国
間
の
相
対
立
す
る
抵
触
規
則
と
の
関
係

で
は
中
立
的
で
あ
る
べ
き
だ
し
、
そ
れ
ら
の
抵
触
規
則
の
衝
突
を
解

決
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ら
の
抵
触
規
則
に
優
先
す
る
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
立
脚
し
、
著
者
は
、「
意

思
自
治
の
原
則
」、
及
び
、
意
思
が
示
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
分
配

的
正
義
（justice distributive

）
と
い
う
考
え
方
の
現
れ
と
し
て

の
「
近
接
性
（proxim

ité

）
の
原
則
」
と
い
う
、
二
つ
の
基
準
に

基
づ
く
反
致
の
双
方
的
抵
触
規
則
を
設
け
る
こ
と
を
提
案
す
る
に
至

る
。
既
に
他
の
書
評
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本
書
の
重
要

な
学
問
的
貢
献
の
一
つ
は
、
反
致
の
抵
触
規
則
の
も
と
で
、
意
思
自

治
の
原
則
と
近
接
性
（proxim

ité

）
の
原
則
と
い
う
、
国
際
私
法

の
二
つ
の
一
般
原
則
の
補
完
性
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
あ
る
と
さ

れ
る（（
（

。

　

著
者
は
ま
た
、
本
書
の
第
二
編
第
二
章
第
一
節
に
お
い
て
、
国
際

私
法
を
立
法
す
る
に
際
し
こ
の
よ
う
な
反
致
の
双
方
的
抵
触
規
則
が

設
け
ら
れ
る
場
合
を
想
定
し
て
、
ス
イ
ス
を
例
に
と
り
、
二
つ
の
条

文
草
案
の
形
で
こ
の
ル
ー
ル
を
示
そ
う
と
す
る
（
本
書
二
一
二
頁
）。

第
一
の
条
文
草
案
は
、「
法
律
の
抵
触
に
関
す
る
ス
イ
ス
の
規
則
に

よ
っ
て
指
定
さ
れ
た
国
の
抵
触
規
則
が
ス
イ
ス
法
を
指
定
す
る
場
合

に
、
仮
に
当
事
者
が
そ
の
適
用
に
つ
い
て
合
意
し
て
い
る
か
、
ま
た

は
、
そ
の
よ
う
な
適
用
が
当
事
者
の
期
待
に
よ
り
合
致
し
た
も
の
で

あ
る
と
い
う
事
情
に
由
来
す
る
も
の
な
ら
ば
、
ス
イ
ス
法
が
適
用
さ

れ
る
。
仮
に
当
事
者
が
外
国
法
の
適
用
に
つ
い
て
合
意
し
て
い
る
か
、

ま
た
は
、
そ
の
法
の
適
用
が
当
事
者
の
期
待
に
よ
り
合
致
し
た
も
の

で
あ
る
と
い
う
事
情
に
由
来
す
る
も
の
な
ら
ば
、
外
国
法
が
適
用
さ

れ
る
。」
で
あ
る
。
こ
の
意
思
自
治
の
原
則
に
基
づ
く
第
一
の
条
文

草
案
は
、
次
の
よ
う
な
近
接
性
（proxim

ité

）
の
原
則
に
基
づ
く

第
二
の
条
文
草
案
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
る
。
第
二
の
条
文
草
案
は
、

「
法
律
の
抵
触
に
関
す
る
ス
イ
ス
の
規
則
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
た
国

の
抵
触
規
則
が
、
ス
イ
ス
法
を
指
定
す
る
な
ら
ば
、
問
題
と
な
っ
て

い
る
個
人
間
の
関
係
に
関
連
す
る
全
て
の
要
素
を
考
慮
し
て
、
そ
の

関
係
が
ス
イ
ス
に
連
結
さ
れ
る
こ
と
が
よ
り
明
ら
か
で
あ
り
、
か
つ
、

指
定
さ
れ
た
外
国
に
連
結
さ
れ
る
こ
と
が
あ
ま
り
明
ら
か
で
は
な
い

こ
と
が
明
白
で
あ
る
と
き
は
、
ス
イ
ス
法
が
適
用
さ
れ
る
。
反
対
の

場
合
に
は
、
外
国
の
法
律
が
適
用
さ
れ
る
。」
で
あ
る
。

　

第
二
部
「
ジ
ン
テ
ー
ゼ
及
び
実
定
法
」
は
、
第
一
編
「
ジ
ン
テ
ー
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ゼ
の
立
法
的
解
決
と
の
適
合
性
」、
第
二
編
「
ジ
ン
テ
ー
ゼ
の
司
法

的
解
決
と
の
適
合
性
」
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
第
二
部
に
お
い
て
、
著
者
は
、
自
ら
が
提
案
し
た
ジ
ン
テ
ー

ゼ
の
要
素
が
す
で
に
実
定
法
上
ど
の
程
度
ま
で
援
用
さ
れ
て
い
る
の

か
を
検
証
す
る
。
比
較
国
際
私
法
の
範
囲
は
多
岐
に
わ
た
る
。
ま
ず
、

第
一
編
で
、
著
者
は
ジ
ン
テ
ー
ゼ
を
諸
国
の
国
際
私
法
立
法
、
す
な

わ
ち
、
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、

メ
キ
シ
コ
の
立
法
例
、
Ｅ
Ｕ
規
則
等
と
対
比
す
る
。
著
者
が
示
し
た

条
文
草
案
そ
の
も
の
を
明
文
化
し
た
立
法
例
こ
そ
は
な
い
も
の
の
、

著
者
が
提
案
す
る
ジ
ン
テ
ー
ゼ
が
諸
国
の
国
際
私
法
の
法
典
の
字
句

と
そ
の
精
神
と
両
立
可
能
で
あ
る
こ
と
を
著
者
は
確
認
す
る
。
そ
し

て
、
そ
れ
ら
の
国
際
私
法
立
法
は
、
原
則
と
し
て
、
伝
統
的
な
反
致

肯
定
論
及
び
反
致
否
定
論
と
い
う
極
端
な
二
つ
の
立
場
の
い
ず
れ
か

に
立
脚
す
る
の
で
は
な
く
、
両
者
の
中
間
の
立
場
を
採
用
し
て
い
る

と
す
る
。
続
く
第
二
編
に
お
い
て
、
著
者
は
、
ジ
ン
テ
ー
ゼ
を
諸
国

の
判
例
、
す
な
わ
ち
、
相
続
事
案
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
、
英
国
、

米
国
、
ド
イ
ツ
、
ス
ペ
イ
ン
の
判
例
と
、
不
法
行
為
事
案
に
つ
い
て

は
、
フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ド
イ
ツ
、
米
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

等
の
判
例
と
対
比
さ
せ
る
。
そ
こ
で
は
、
既
知
の
重
要
判
例
の
検
討

に
加
え
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
判
決
で
は
あ

る
が
、
ジ
ン
テ
ー
ゼ
の
観
点
か
ら
み
れ
ば
十
分
に
説
明
可
能
な
も
の

ま
で
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
著
者
に
よ
っ
て
再
評
価
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
検
討
の
の
ち
、
著
者
は
、
ジ
ン
テ
ー
ゼ
の
要
素
が
、
比
較
国

際
私
法
に
お
い
て
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
る
と
結
論
付
け
る
。

　

こ
の
第
二
部
の
後
、
本
書
は
、
筆
者
の
見
解
を
総
括
し
た
非
常
に

詳
細
な
「
ジ
ン
テ
ー
ゼ
」
に
よ
っ
て
締
め
括
ら
れ
る
。

四　

評　

価

　

著
者
に
よ
れ
ば
、
本
書
の
目
的
は
、
反
致
に
関
す
る
双
方
的
抵
触

規
則
を
作
り
出
す
こ
と
に
あ
る
。
反
致
の
問
題
は
双
方
主
義
的
な
抵

触
規
則
に
起
因
す
る
。
反
致
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
根
源
が
そ
の
よ

う
な
双
方
主
義
に
あ
る
以
上
、
反
致
規
定
は
双
方
的
抵
触
規
則
の
形

を
と
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
が
ジ
ン
テ
ー
ゼ
に
お
け
る
著
者
の
主

張
で
あ
る
。
反
致
が
、
伝
統
的
に
は
、
双
方
的
抵
触
規
則
に
基
づ
く

国
際
私
法
の
大
系
の
中
で
一
方
主
義
的
な
要
素
を
持
つ
も
の
と
し
て

捉
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
思
い
起
こ
す
な
ら
ば
、
反
致
の
双
方
的
抵

触
規
則
を
設
け
る
と
い
う
著
者
が
追
求
す
る
目
的
に
は
強
い
独
創
性

が
感
じ
ら
れ
る（（1
（

。

　

抵
触
規
則
の
消
極
的
抵
触
が
生
じ
る
際
に
、
従
来
の
反
致
論
は
、

法
廷
地
抵
触
規
則
か
ら
出
発
し
、
準
拠
法
所
属
国
た
る
外
国
の
抵
触

規
則
を
考
慮
す
べ
き
か
否
か
を
問
題
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
著
者
は
、
抵
触
規
則
の
消
極
的
抵
触
が
生
じ
る
際
に
は
、
従
来
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の
狭
義
の
反
致
の
よ
う
に
、
準
拠
法
所
属
国
の
抵
触
規
則
の
立
場
を

た
だ
ち
に
考
慮
す
る
の
で
は
な
く
、
一
定
の
基
準
を
用
い
て
、
法
廷

地
抵
触
規
則
が
指
定
し
た
準
拠
実
質
法
を
適
用
す
る
の
か
、
準
拠
法

所
属
国
た
る
外
国
の
抵
触
規
則
が
指
定
し
た
法
廷
地
実
質
法
を
適
用

す
る
の
か
を
選
択
す
る
と
い
う
視
点
に
立
つ
。
こ
の
よ
う
に
抵
触
規

則
の
消
極
的
抵
触
が
生
じ
る
場
面
で
、
法
廷
地
抵
触
規
則
の
立
場
と

準
拠
法
所
属
国
の
抵
触
規
則
の
立
場
の
い
ず
れ
を
考
慮
す
る
の
か
を

検
討
し
、
そ
の
判
断
基
準
を
双
方
的
抵
触
規
則
の
形
で
示
す
と
い
う

著
者
の
立
場
は
非
常
に
興
味
深
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
著
者
は
、
本
書
の
検
討
対
象
の
範
囲
を
、
狭
義
の
反

致
や
単
一
の
連
結
点
を
採
用
す
る
抵
触
規
則
の
消
極
的
抵
触
か
ら
生

じ
る
反
致
に
限
る
等
、
予
め
か
な
り
厳
格
に
絞
ろ
う
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
検
討
対
象
の
範
囲
の
画
定
に
対
し
て
は
、
既
に
他
の
書

評
に
お
い
て
も
疑
問
が
示
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る（（1
（

。
既
に
指
摘

さ
れ
て
い
る
通
り
、
こ
の
よ
う
な
画
定
に
よ
っ
て
、
研
究
の
範
囲
が

著
し
く
制
限
さ
れ
た
も
の
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
反
致
に
は
、
狭

義
の
反
致
以
外
に
も
、
転
致
（
再
致
）
や
間
接
反
致
、
二
重
反
致
等
、

様
々
な
種
類
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
本
書
の
検
討
の
対
象
外
で
あ
る
。

ま
た
単
一
の
連
結
点
を
も
つ
抵
触
規
則
以
外
に
も
、
今
日
で
は
様
々

な
連
結
方
法
を
採
用
す
る
抵
触
規
則
が
諸
国
の
国
際
私
法
上
設
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
単
一
の
連
結
点
を
も
つ
抵
触
規
則
の

み
を
検
討
の
対
象
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
考
察
の
範
囲
が
か
な
り
限

ら
れ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
、

反
致
の
検
討
対
象
と
な
る
事
項
を
相
続
と
不
法
行
為
に
限
定
し
た
こ

と
に
よ
り
、
反
致
が
、
伝
統
的
に
、
諸
国
の
国
際
私
法
に
お
け
る
属

人
法
の
決
定
基
準
と
し
て
の
本
国
法
主
義
と
住
所
地
法
主
義
の
対
立

の
緩
和
の
た
め
に
用
い
ら
れ
て
き
た
と
い
う
点
も
検
討
の
対
象
か
ら

は
外
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
著
者
は
反
致
と
い
う
恐
ろ
し
く
複
雑

な
問
題
に
取
り
組
ま
ざ
る
を
得
ず
、
そ
の
た
め
に
検
討
対
象
の
範
囲

を
予
め
限
定
し
た
こ
と
は
理
解
で
き
る
が
、
著
者
に
よ
る
分
析
が
緻

密
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
本
書
で
は
検
討
対
象
と
は
な
ら
な
か
っ
た

問
題
に
つ
い
て
も
取
り
扱
っ
て
欲
し
か
っ
た
と
の
思
い
を
抱
か
ず
に

は
い
ら
れ
な
い
。

　

著
者
は
、
ジ
ン
テ
ー
ゼ
と
し
て
、
意
思
自
治
の
原
則
、
及
び
、
意

思
が
示
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
近
接
性
（proxim

ité

）
の
原
則
と

い
う
、
二
つ
の
基
準
に
基
づ
く
反
致
の
双
方
的
抵
触
規
則
を
設
け
る

こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
具
体
的
に
は
、
次
の
よ
う
な

ル
ー
ル
で
あ
る
。
第
一
に
、
①
法
廷
地
の
抵
触
規
則
が
指
定
し
た
準

拠
法
所
属
国
の
抵
触
規
則
が
法
廷
地
法
を
準
拠
法
と
し
て
指
定
し
て

い
る
と
き
に
、
当
事
者
が
法
廷
地
法
の
適
用
に
合
意
し
て
い
る
か
、

ま
た
は
法
廷
地
法
の
適
用
が
当
事
者
の
期
待
に
合
致
し
て
い
る
事
情

が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
準
拠
法
所
属
国
の
抵
触
規
則
の
立
場
を
考
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慮
し
、
法
廷
地
法
が
指
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
当
事
者
が
準
拠
法
所
属

国
法
で
あ
る
外
国
法
の
適
用
に
合
意
し
て
い
る
か
、
ま
た
は
そ
の
外

国
法
の
適
用
が
当
事
者
の
期
待
に
合
致
し
て
い
る
事
情
が
あ
る
場
合

に
は
、
外
国
法
が
指
定
さ
れ
る
。
こ
の
第
一
の
ル
ー
ル
は
次
の
第
二

の
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
う
る
。
す
な
わ
ち
、
②
法
廷
地
の
抵

触
規
則
が
指
定
し
た
準
拠
法
所
属
国
の
抵
触
規
則
が
法
廷
地
法
を
準

拠
法
と
し
て
指
定
し
て
い
る
と
き
に
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
個
人
間

の
関
係
に
関
連
す
る
全
て
の
要
素
を
考
慮
し
て
、
そ
の
関
係
が
法
廷

地
と
の
関
連
性
が
高
く
、
指
定
さ
れ
た
外
国
と
の
関
連
性
が
低
い
場

合
に
は
、
法
廷
地
法
が
指
定
さ
れ
る
。
反
対
の
場
合
、
す
な
わ
ち
、

法
廷
地
の
抵
触
規
則
が
指
定
し
た
準
拠
法
所
属
国
の
抵
触
規
則
が
法

廷
地
法
を
準
拠
法
と
し
て
指
定
し
て
い
る
と
き
に
、
問
題
と
な
っ
て

い
る
個
人
間
の
関
係
に
関
連
す
る
全
て
の
要
素
を
考
慮
し
て
、
そ
の

関
係
が
指
定
さ
れ
た
外
国
と
の
関
連
性
が
高
く
、
法
廷
地
と
の
関
連

性
が
低
い
場
合
に
は
、
外
国
法
が
指
定
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
反
致
に
関
す
る
双
方
的
抵
触
規
則
を
設
け
る
際
に
、

第
一
に
意
思
自
治
の
原
則
を
、
第
二
に
近
接
性
（proxim

ité

）
の

原
則
を
基
準
と
し
て
準
拠
法
を
決
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

法
廷
地
の
抵
触
規
則
と
準
拠
法
所
属
国
た
る
外
国
の
抵
触
規
則
の
い

ず
れ
の
指
定
を
優
先
す
る
か
に
つ
い
て
、
意
思
自
治
の
原
則
や
近
接

性
（proxim

ité

）
の
原
則
を
、
換
言
す
れ
ば
、
当
事
者
自
治
の
原

則
や
最
密
接
関
係
地
法
適
用
の
原
則
を
基
準
に
す
る
こ
と
は
、
非
常

に
興
味
を
惹
か
れ
る
点
で
あ
る
。

　

欧
州
で
は
、
当
事
者
自
治
の
原
則
は
、
契
約
や
不
法
行
為
の
分
野

で
用
い
ら
れ
て
き
た
が
、
国
際
親
族
法
・
相
続
法
の
分
野
で
も
広
く

用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る（（1
（

。
そ
の
よ
う
な
当
事
者
自
治

の
原
則
の
拡
大
の
動
き
を
反
致
規
定
に
持
ち
込
む
こ
と
は
、
何
よ
り

も
、
反
致
が
従
来
果
た
し
て
き
た
国
際
的
判
決
調
和
の
実
現
と
は
別

の
役
割
を
反
致
規
定
に
持
た
せ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
そ
の
根
拠
を

め
ぐ
り
今
後
さ
ら
な
る
議
論
が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
し
、
事
案
に

よ
っ
て
は
反
致
規
定
の
も
と
で
国
際
的
判
決
調
和
よ
り
も
当
事
者
自

治
の
原
則
の
方
が
優
先
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
両
者
の
関
係
に

つ
い
て
よ
り
理
論
的
な
説
明
が
必
要
と
な
ろ
う
。

　

ま
た
、
著
者
が
反
致
の
双
方
的
抵
触
規
則
を
設
け
る
際
に
、
当
事

者
自
治
の
原
則
に
続
く
副
次
的
な
基
準
と
し
て
用
い
て
い
る
最
密
接

関
係
地
法
適
用
の
原
則
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
基
準
を
用
い
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
は
分
け
て
考
え
ら
れ
て
き
た
国
際
的
判
決
調

和
の
理
念
と
最
密
接
関
係
地
法
適
用
の
原
則
が
反
致
規
定
の
も
と
で

交
錯
す
る
こ
と
に
な
る
。
事
案
に
よ
っ
て
は
国
際
的
判
決
調
和
よ
り

も
最
密
接
関
係
地
法
適
用
の
原
則
の
方
が
優
先
さ
れ
る
場
合
も
あ
る

た
め
、
こ
の
よ
う
に
反
致
を
最
密
接
関
係
地
法
の
適
用
の
た
め
に
用

い
る
発
想
に
つ
い
て
は
、
反
致
の
根
拠
と
の
関
係
で
も
、
例
外
条
項
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と
の
関
係
で
も
、
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う（（1
（

。

五　

お
わ
り
に

　

か
つ
てA

lfred E. von O
verbeck

教
授
は
、
反
致
は
公
序
と

並
ん
で
国
際
私
法
の
象
徴
ま
た
は
旗
手
に
な
っ
た
と
表
現
し
た
が（（1
（

、

反
致
は
国
際
私
法
総
論
の
古
典
的
な
論
点
で
あ
り
、
古
今
東
西
の
国

際
私
法
学
者
が
論
じ
、
立
法
側
や
判
例
も
多
く
、
渉
猟
す
べ
き
厖
大

な
数
の
文
献
を
前
に
し
て
、
竦
然
と
し
て
佇
ん
で
し
ま
う
ほ
ど
、
正

面
か
ら
こ
の
問
題
に
取
り
組
も
う
と
す
る
の
に
は
大
変
勇
気
の
い
る

問
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
著
者
は
正
攻
法
で
こ
の
問
題
に
向
き
合
っ

て
い
る
。
引
用
さ
れ
て
い
る
文
献
の
量
は
膨
大
で
あ
り
、
著
者
に
よ

る
比
較
法
の
範
囲
は
大
変
広
範
囲
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
類
い
希

な
る
著
者
の
言
語
能
力
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
加
え
て
、
著
者

に
よ
る
分
析
の
緻
密
さ
と
論
証
の
細
か
さ
に
は
敬
意
を
表
す
る
し
か

な
い
。

　

著
者
の
ジ
ン
テ
ー
ゼ
に
つ
い
て
は
賛
否
両
論
が
あ
ろ
う
が
、
本
書

が
反
致
論
を
一
歩
前
進
さ
せ
た
重
要
な
労
作
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
が

な
い
。
記
述
は
難
解
で
は
あ
る
が
、
著
者
の
主
張
は
明
瞭
で
あ
り
、

そ
の
主
張
を
読
者
に
理
解
さ
せ
る
た
め
の
工
夫
が
随
所
に
見
ら
れ
る

こ
と
や
、
論
証
に
際
し
て
数
多
く
の
具
体
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ

と
も
本
書
の
特
徴
で
あ
る
。

＊　

本
稿
は
、
慶
應
義
塾
学
事
振
興
資
金
（
二
〇
二
〇
年
度
大
学
特
別

研
究
期
間
制
度
適
用
者
に
対
す
る
特
別
研
究
費
補
助
）
に
よ
る
成

果
の
一
部
で
あ
る
。

（
1
）　Gian Paolo Rom

ano, Le dilem
m

e du renvoi en droit 
international privé: La thèse, l

’antithèse et la recherche 
d

’une synthèse, Schulthess M
édias Juridiques SA

, 2014.

（
2
）　

例
え
ば
、W

alid J. K
assir, R

éflexions sur le renvoi en 
droit international privé com

paré: C
ontribution au 

dialogue des cultures juridiques nationales à l

’aube du 
X

X
Ièm

e siècle, Bruylant, D
elta, L.G.D

.J., 2002; A
ngelo 

D
avì, Le renvoi en droit international privé contem

porain, 
Rec. des Cours, 2010, t. 352, p. 9‌ et suiv; Eric A

gostini, 
«Le m

écanism
e du renvoi», R

ev. crit., 2013, p. 545 et suiv; 
W

alid J. K
assir, Le renvoi en droit international privé – 

technique de dialogue entre les cultures juridiques, Rec. 
des Cours, 2015, t. 377, p. 9‌ et suiv.

（
3
）　R

egulation 

（E
U

） N
o 650/2012 of the E

uropean 
Parliam

ent and of the C
ouncil of 4‌ July 2012 on 

jurisdiction, applicable law
, recognition and enforcem

ent 
of decisions and acceptance and enforcem

ent of 
authentic instrum

ents in m
atters of succession and on 
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the creation of a European Certificate of Succession. O
J 

L 201, 2012, p. 107.
（
4
）　

Ｅ
Ｕ
相
続
規
則
三
四
条
の
反
致
規
定
に
つ
い
て
は
、A

ngelo 
D

avì, «A
rticle 3‌4 R

envoi», in A
lfonso - Luis C

alvo 
Caravaca/ A

ngelo D
avì/ H

einz - Peter M
ansel, T

he E
U

 
Succession R

egulation: A
 C

om
m

entary, C
am

bridge 
U

niversity Press, 2016, p. 469 et seq; H
adi Slim

, «Le 
renvoi de l

’article 34, paragraph 1‌

（a

）, du Règlem
ent U

E 
n

° 650/2012 relatif aux successions internationales», dans 
M

arie - E
lodie A

ncel/ Louis d

’Avout/ José C
arlos 

Fernández Rozas/ M
arie Goré/ Jean - M

ichel Jude, Le 
droit à l

’épreuve des siècles et des frontièrs, M
élanges en 

l

’honneur du Professeur Bertrand A
ncel, 2018, p. 1461 et 

suiv.

（
5
）　

Jan von H
ein, «R

envoi in E
uropean Private 

International Law
», in Stefan Leible 

［ed.

］, G
eneral 

P
rinciples of E

uropean P
rivate International L

aw
, 

W
olters K

luw
er, 2016, p. 227 et seq.

（
6
）　

こ
の
文
献
に
関
す
る
書
評
と
し
て
、
既
に
、Sabine Corneloup, 

«Livres, Le dilem
m

e du renvoi en droit international 
privé. La thèse, l

’antithèse et la recherche d

’une 
synthèse, par Gian Paolo Rom

ano, préface B. A
ncel, 

Schulthess, 2014, 738 p», R
ev. crit., 2016, p. 809 et suiv; 

José A
ntonioT

om
ás O

rtiz de la T
orre, «RO

M
A

N
O

, Gian 
Paolo, Le dilem

m
e du renvoi en droit international privé. 

La thèse, l

’antithèse et la recherche d

’une synthèse, 
U

niversité de G
enéve, F

aculté de D
roit, Préface 

Bertrand A
ncel, Schulthess M

édias Juridiques, S. A
., 

Genéve, 2015, X
X

V
I m

ás 738 págs», R
evista electrónica 

de estudios internacionales, núm
ero 30, 2015. 

（w
w

w
.reei.

org

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
でD

O
I : 10.17103/reei.30.3‌3

と
あ
る
）

が
公
表
さ
れ
て
い
る
。

（
7
）　Phocion Francescakis, La théorie du renvoi et les conflits 

de systèm
es en droit international privé, 1958, p. 9‌5 et 

suiv.

（
8
）　

非
司
法
化
（déjudiciarisation

）
と
は
、「
自
主
的
紛
争
解
決

手
続
を
志
向
す
る
現
代
的
関
心
を
指
す
概
念
で
あ
る
。」
と
さ
れ
る
。

ロ
イ
ク
・
カ
デ
ィ
エ
（
出
口
雅
久
監
訳
＝
橋
本
聡
訳
＝
工
藤
敏
隆

訳
）「
資
料　

フ
ラ
ン
ス
民
事
司
法
制
度
・
民
事
訴
訟
法
概
論
」
立

命
館
法
学
三
四
三
号
（
二
〇
一
二
年
）
七
九
八
（
二
二
四
六
）
頁

以
下
を
参
照
。

（
9
）　Sabine Corneloup, op. cit., p. 812.

（
10
）　

同
旨
、Sabine Corneloup, op. cit., p. 810.

（
11
）　Sabine Corneloup, op. cit., p. 810 et suiv.

（
12
）　

例
え
ば
、
中
野
俊
一
郎
「
国
際
親
族
・
相
続
法
に
お
け
る
当
事

者
自
治
の
原
則
」
神
戸
法
学
雑
誌
六
五
巻
二
号
（
二
〇
一
五
年
）
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一
頁
以
下
を
参
照
。

（
13
）　

な
お
、
日
本
の
国
際
私
法
に
お
け
る
例
外
的
事
案
の
救
済
と
し

て
、
最
密
接
関
係
地
法
を
適
用
す
る
た
め
に
反
致
規
定
（
法
例
二

九
条
）
を
用
い
る
解
釈
論
と
し
て
、
石
黒
一
憲
『
国
際
私
法
の
解

釈
論
的
構
造
』（
東
京
大
学
出
版
会
・
一
九
八
〇
年
）
一
頁
以
下
を

参
照
。

（
14
）　A

lfred E. von O
verbeck, Les questions générales du 

droit international privé à la lum
ière des codifications et 

projets récents, Rec. des Cours, 1982, t. 176, p. 127.

北
澤　

安
紀


